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１。はじめに
戦後
，学校教育における社会認識の形成は，主
に社会科教育て行われてきた
。しかし, 1992年，
低学年社会科の廃止と生活抖の新設によって
，小
学校における「社会認識形成の体系が変革される」
ことになった‰
新設された生活抖では
，「‾第３学年から始まる
社会科への発展
」として，「社会（人，物）との
かかわり」が扱われ，「主体的に社会認識や自然
認識の芽を育てたい
」とされていた2）。
ところが
，この間の生活科の学習指導について
は
，次のような指摘がなされている‰
「一部に画一的な教育活動がみられたり，単に活
動するだけにとどまっていて
，自分と身近な社会
や自然
，人かかわる知的な気付きを深めること
が十分でない状況も見られる
」
すなわち
，生活抖の学習指導において，どのよ
うな質的変容を促すのかが教師に意図されていな
いために
，「画一的な教育活動」なったり，匚知
的な気付きを深めることが十分でない
」状況が生
まれたりといった問題が生じていたと考えられる
のである恆社会認識の形成に関していえば
，
匚低学年期にふさわしい社会認識のおり方を構想
して学習環境を準備し
，子どもが経験的に認識を
深めていく」指導がなされていなかったのではな
いかと考えられるのである5）
。
そこで
，本小論では，埼玉県入間市立扇小学校
教諭長沢秀比古氏が行った生活科授業実践「‾みそ
しるぱあてい」を取り上げ，社会認識の形成を促
す生活科の学習指導について考察する6）
。
この授業実践を取り上げたのは
，後述するよう
に，「‾みそしるぱあてい」の実践が，児童の匚思
-
いや願い
」と，児童の質的変容を促そうとする教
師の意図とが噛み合った実践だからである7）
。
教科教育における発達研究は
，厂教育と発達の
相互作用の具体的解明」をめざして，匚子どもの
社会認識の発達の筋道
，メカニズム，条件を，教
育内容や方法と関連づけながら具体的な教授行為
の中で明らかにする」こと求められている8）。
しかし
，生活科を対象とした，社会認識形成に
関するこれまでの研究は
，実践の紹介にとどまっ
ていたり
，具体的な教授行為が明らかにされてい
ないなどの限界があ
った9）Ｏ
そこで
，研究方法としては，第一に，匚みそし
るぱあてい
」の授業実践の概要を明らかにする。
第二に
，この授業で児童が学んだ学習内容と，授
業の中でとられた学習活動という二つの側面から
，
匚みそしるぱあてい」の授業構成を分析・検討す
る
。第三に，匚みそしるぱあてい」の授業構成の
背後にある，生活抖の授業に対する長沢氏の考え
方を考察する。
こうした研究方法とることによって
，本授業実
践が
，児童の冂思いや願い」をどのように生かそ
うとしたのか
，児童の匚思いや願い」にそってど
のような社会認識の形成をはかろうとしたのか
，
そのためにどのような教師の指導が行われている
のか
，児童の変容を促す上で学習活動はどのよう
に関連づけられているのかが明らかになり
，匚教
育と発達の相互作用」を具体的に明らかにできる
と考えたからである。
２
。生活科授業実践「みそしるぱあてい」の概要
厂みそしるぱあてい
」の授業は，後述する生活
発表会における発表がきかっけになって，始まっ
21－
たものである
。したがって，指導目標は設定され
ていない
。また，全体の指導時間はｎ時間ほどで
ある10）
。児童の発表は，次の通りである11）ｏ
匚きょう，よるごはんのとき，ぼくはおみそしる
をつくりました
。さいしょに，おなべにおゆをい
れました
。つぎに，だしをいれました。それから，
おとうふをきりました
。やわらかくてきりやすかっ
たけど
，よこにきるのがむずかしかったよ。さい
ごにみそをとかしました。とってもおいしかった
です。」
この発表をめぐって
，次のような児童，及び教
師とのやりとりが行われる12）
。
匚ｃ１『みそしるおいしかった？Ｊｃ２『うん。』
ｃ３『ぼくたちもつくりたいな。』
Ｔ１『みんなにもっくれるかな。』
ｃ４『つくれるよ。ようへいくんにせんせいに
なってもらえばいいよ。Ｊ
ｃ５『そうだよ。わたしも，ままとつくったこ
とあるものｏＪ
Ｔ２『だって，みそしるの材料がないよ。Ｊ
ｃ６『先生，わたしたちのはだけでなっぱつく
れば
。あたしのうちにこまつなのたねあ
るの
。ママにいってもらってきてあげる。』」
この児童のやりとりの結果
，匚みそしるぱあて
い
」を行うことが決まるのである。そして，厂み
そしるぱあてい
」を行うために，みそしるの具の
一つとなる小松菜の種を児童が持ち寄り，栽培が
始まるのである。
次に
，みそしるのみそやだしをどうするか，ほ
かにどんな具を入れるかなどの話し合いが行われ
る
。話し合いの様子は次の通りである13）。
厂
ｃ７『ぼく，陽平君みたいに豆腐入れたいな』
ｃ８『あぶらげもおいしいよＪ
ｃ９『みそはどうするの？つてママがいってた
よ』ｃ工o『せんせい，とうふとあぶらげをいれようＪ
ｃｎｒさんせい』『さんせい』
Ｔ３『そうだね
。でも，どうしようかな。あぶ
らげや豆腐は
，みんなの畑で育てられな
いよ
。おとうふやさんでかわなくちや。
学校にはそういうお金ないんだよ。学級
費は，みんなの色紙や画用紙をかうお金
だから』
C12『おかあさんにだしてもらえば』
C13『ぼくたちのおこづかいからだすのは？JC14『あたし，まだ，おこづかいもらってない
の』
Ｔ４『うーん。どうしようかね』
さんざん困らせてからわたしは
，おもむろに，
Ｔ５『君たちの野菜をうってみたら』
と提案しました。
C15『そうだ
。そうしよう』」
みそやだしは持ち寄ること
，具に入れるとうふ
や油あげは
，これまで児童が学級園で栽培してき
た野菜を売って買うことが，教師の示唆によって
決まるのである。
続いて
，売る野菜の値段をどう決めるか話し合
いが行われる14）。
匚Ｔ６『いくらで売ったらいいか，どうしたらわ
がる？J
C16『あのね
，やおやさんにいけばいいよ。』」
この話し合いの後
，八百屋さんに出かけ，次の
ような聞き取りが行われている。匚C17　トマトやなすやピーマンは，いくらでうっ
ていますか。
ＧＴ工　川固にすると
，トマ囗ま50円，なすは
40－50円（大きくて色・つやのいいもの），
ピー マンは20円ですね。暑さがっづくと
安くなりますよ。
C18　（品物の）ならべかたはどうしています
か。　　　　　　　　＜紘平＞
GT 2　野菜は野菜
，漬物は漬物，果物は果物
というように分けて並べます。
C19　やわらかいものの上にはおかないんだよ
ね
。　　　　　　　　＜紘平＞
GT 3　そうだよ。
C20　ねだんは，どうやってつけるの。
＜祐一＞
GT 4　市場で買ってきて，その値段で決める
のです。
C21　メロンはいくらしますか
。＜忠祥＞
GT 5　400円から1800円まであります
。
C22　やすみはあるんですか。＜広志＞
－22－
GT 6　みんなと同じように日曜日はお休みで
す
。その時は孫と遊ぶんだよ。
C23　にちようびには，くだものはどうするの。
＜奈央子＞
GT 7　本店にもって行って
，そこの冷蔵庫に
入れておくんです。
C24　＜さったものはどうするの
。＜将太＞
GT 8　市場にもって行って
，お金を出して捨
ててもらいます。
C25　どうやったらよくうれますか
。＜祐一＞
GT 9　いいものをていねいにあつかって売る
とね
，買ってもらえます。
C26ものがなくなったらどうしますか。
＜広志＞
GT10　お店を
しめますよ。
C27　なつやすみはあるんですか
。＜奈央子＞
GT11　（笑いながら）夏休みはないんですよ
。
C28　いちばんいそがしいのは，なんじごろで
すか。
GT12　１時と３時と４時すぎですね
。
C29おみせはなんじにしめますか
GT13　夜の７時15分ごろですね
。」
そして
，こ聞き取りを参考に，野菜の値段が
決められ
，販売が行われるのである。
野菜の販売では
，「前払いはだめ」「『１年５組
の八百屋さんです』と言って売る」という「約束」
のもとで行われている。
「みそしるぱあてい」の当日，成長した小松菜
が食べる前に観察され
，絵と文で表現される。そ
の後
，みそしるづくりが行われ，みんなでみそし
るを食べ
，「ぱあてい」が終了する。
この「みそしるぱあてい」に対して
，児童は次
のような感想を書いている15）
。
「きょう
，みそしるぱあていがありました。みん
なで
っくりました。なっぱは，がっこうでそだて
たしんせんななっぱです
。むしにくわれているか
らおいしいとわかりました
。できたみそしるは，
だいはんじょう
。おいかった。」
「わたしはみそしるぱあていをしました
。やさい
ぎらいなのに
，なっをたべまた。」
以上が，「みそしるぱあてい」の授業実践の概
要である。
-
３
。生活科授業実践「みそしるぱあてい」の構成
この厂みそしるぱあてい」の授業は
，どのよう
な構成になっているのであろうか。
最初に
，この授業で児童が学んだ学習内容と，
設定されている学習活動とに分けて見てみたいＯ
この授業で，児童が学んだ学習内容は，次の通
りである。
○匚みそしるぱあてい」を実現するために必要な
こと（材料
，道具，計画など－Ｃ１～Ｃ６）
○小松菜やつまみ菜の発芽と成長のようす
○みそしるの材料
，具をそろえるために必要なこ
と（材料，購入するための計画など－Ｃ７～Ｃ
１５）
○野菜の値段
，及び八百屋さんの仕事のようす
（Ｃ工7～C29及びＧＴ１～ＧＴ１３）○野菜を売るための工夫やきまり，販売する時の
気持ち
○みそしるの作り方
こうした学習内容に対応して
，次のような学習
活動が設定されている气
○匚みそしるぱあてい」を実現するための話し合
い
○小松菜
，つまみ菜の栽培，観察
○みそしるの材料をそろえるための話し合い
○八百屋のおばさん（お母さん）への聞き取り
○八百屋のおばさん（お母さん）への聞き取りを
絵と文に表現する○野菜の販売活動
○成長した小松菜
，つまみ菜の観察
○成長した小松菜
，つまみ菜を絵に表現する
○みそしるづくり
○みそしるづくりを絵と文に表現する一つ一つの学習内容や活動は，「みそしるぱあ
てい
」の具にするために小松菜・つまみ菜の栽培
が行われる
，栽培した小松菜・つまみ菜が観察さ
れる
，みそしるの具（とうふと油あげ）を買うた
めに野菜が販売される
，野菜を販売するために野
菜の値段が調査される
，というように連続した児
童の意識によって関連づけられているのである
。
次に
，厂みそしるぱあてい」の授業実践の中で，
匚小売り
」という経済活動に関する学習内容が見
られる，八百屋のおばさんの仕事に対する聞き取
23－
り活動と野菜の販売活動の場面を見てみたい
。
先述したように
，八百屋のおばさんへの聞き取
りは
，野菜の値段を調べるという動機のもとに行
われている
。このような動機が形成されたのは，
「みそしるにとうふと油あげを入れて食べたい
。
しかし
，とうふと油あげを買うお金がない。」と
いう児童の直面した問題に対して
，学級園で栽培
している野菜を販売し
，その収益をあてることを
教師が示唆したからである。
八百屋さんの見学
・聞き取りにおいて，児童が
示した関心の内容を
，児童の質問から読み取ると
次のように言える。
○商品の値段
，及び値段のつけ方(C16・19・20）
○販売の工夫(C17・18・24・25）
○営業日と休日
，及び営業時間(C21・26・28）
○商品の保管(C22)
○商品の流通(C19・23）○繁忙時間(C27)
すなわち
，「野菜のねだんをいくらにするか」
という問題解決の手がかりとして行われた八百屋
さんへの聞き取り活動ではあるが
，直接のねらい
を越えて児童の社会的視野や社会的関心を拡大し
ていることが伺われるのである17）
。
また
，この活動をもとにした販売活動では，
「前払いはだめ」「『１年５組の八百屋さんです』
と言って売る
」という「約束」のもと，「私はや
おやさん
，なすは20円」というように，児童が売
買を実感的に経験していることが伺われるのであ
る。
さらに
，こうした販売活動が，家族から肯定的
に評価され
，はげまされることによって，栽培や
販売に関わる喜びが強められることは
，容易に想
像できるのである。
以上見てきたように
，匚みそしるぱあてい」の
授業は
，「みそしるを作って食べた」という一人
の児童の生活経験の発表をきっかけに
，「私たち
もみそしるを作って食べたい
」という願いを実現
する形で授業が展開されているのである1气
すなわち
，「みそしるぱあていを開く」という
願いを実現する中で派生する
，いくつかの問題を
解決することによって
，児童が様々な知識を得，
学習経験を積むように授業が構成されていると言
-
えるのである19)
。そして，問題の解決過程におけ
る教師の示唆が
，児童の生活経験を越えて，社会
的視野や関心を拡大していると言えるのであるＯ
４
。生活科授業実践「みそしるぱあてい」の構造
匚みそしるぱあてい」の授業は，なぜこのよう
な構成になっているのであろうか。
①　児童が興味関心を示した「みそしるづくり」から授業が始まるのはなぜかＯ
②　児童の興味関心を示すことがらを教師はどう
やって知るのか。
③　教師は
，なぜ匚育てている野菜を売って具を
買う代金を作る」という示唆を与えたのか
。ま
た
，なぜそれが可能だったのか。
ここでは
，この三つの問いを考察することによっ
て
，匚みそしるぱあてい」の実践の背後にある長
沢氏の考え方を明らかにしたいと考える
。
第
一に，児童が興味関心を示した「みそしるづ
くり」から授業が始まるのはなぜであろうか。児
童が興味や関心を示した対象を
，授業として取り
上げたのは
，匚子どもの歩幅」に合せて，厂子ども
の興味
・関心を教材化していく『子どもとつくる
生活科』を目指し
」だ長沢氏の考えがあるからで
ある20）
。こうした考えが生まれた背景には，年間
計画にそってやらせるのでは生活科が匚放課後農
業科」，厂（時間に）せっつかれ科」，匚疲労科」，
厂ヤラセ科
」になってしまうという年度当初の本
人の経験があるのである21）
。そこで，匚生活に根
ざす子どもたちの声や体験
」を匚学習の可能性を
広げる教材」として注目したのである22）。
第二に，児童の興味関らを示すことがらを教師
はどうやって知るのであろうか
。そのために，次
の三つの方策が取られているのである
。
一目は，匚生活に根ざす子どもたちの声や体
験
」をひろいあげることをねらって，厂あのね」
帳とその発表一匚生活発表会」が行われている。
匚あのね」帳とは，児童が，匚がっこうやいえ
やかえりみちやあそんだところやおでかけしたと
ころなど
，どこでも
・びっくりしたこと
・『はてな？』『どうしてだろう？』とふしぎに
おもったこと
24－
風）
・『なるほどそうか冂とわかったこと・みつけたこと
そのほか
，ともだちや　せんせいや　いえの
ひとに　はなしたいことをおもいだして
」書くノー
トのことである
。匚あのね」帳につづられる生活
経験は
，生活発表会を通して交流される23）。
本小論で取り上げた匚みそしるぱあてい」も
「‾あのね」帳につづられ，生活発表会で発表され
た一つである。
二つ目は，生活経験を交流しあうだけでなく，
「体験を共有しあう」ことをねらって，匚みんなで
体験
」や匚さんぽ」が行われている。匚みんなで
体験
」は，生活発表会では発表した児童を匚先生」
に
，例えば匚ぶんぶんごま」，「‾マフラーづくり」，
「おとうさんとつくったかんぽっくり」などが実
施されている。
「さんぽ
」は，匚子どもたちの生活から出てき
たところに
，仲間の道案内で行って，自分の足や
眼で確かめ楽しむ」ことを目的に，例えば匚くわ
のみとり」匚ピラミッド公園」などへの匚さんぽ」
が実施されている。
三つ目は
，匚生活経験の発展」，「体験の共有」
につながる匚読み聞かせ」が行われている。例え
ば
，『びゅんびゅんごまがまわったら』『えっちゃ
んのあけた青いまど』など
，その時々の学習に関
連する本が取り上げられている24）
。
すなわち
，「あのね」帳による匚生活発表」，
匚みんなで体験」や厂さんぽ」，「‾読み聞かせ」と
いう三つの方策によって
，児童が興味や関心を示
すことがらを把握し，授業へと発展させているの
である。
第三に
，長沢氏は，なぜ匚育てている野菜を売っ
て具を買う代金を作る」という示唆を与えたので
あろうか。また，なぜ，それが可能だったのであ
ろうか。
長沢氏が
，匚育てている野菜を売って具を買う
代金を作る
」という示唆を与えたのは，Ｐ賈う
（消費）”体験は多くても厂’生産→売る¨体験は
これまでもこれからも少ないだろう子どもたち」
だから
，匚野菜を育てて売る生産者としての疑似
体験
」を持たせたいと考えたからである。しかも，
厂子どもたちが育てている野菜に何か付加価値を
-
つけて学習できないものかと考えてきた
」結果で
もある气長沢氏が
，このような考えを持ったの
は
，匚生活科構想図」（図　参照）が念頭にあった
からである26）
。長沢氏が作成したこの構想図は，
先に述べた児童の興味や関心を教材化するシステ
ムを土台に
，「社会」と「自然」の二つの幹に分
れている
。「社会」の幹からは，「平和，生命の尊
さ」，匚時間」，「空間」，厂生産と労働」という四つ
の学習内容を現す枝が分かれ
，さらに具体的な学
習対象や学習活動を現す枝が出ている27）
。匚自然」
の幹からは
，匚工作」，匚飼育」，匚栽培」という三
つの学習活動をあらわす枝と
，匚自然現象」とい
う学習内容を現す枝が分かれ
，さらに具体的な学
習対象や活動対象をあらわす枝が出ている
。すな
わち
，この構想図が，生活科の学習内容（対象）
や学習方法（活動）を選択する基準となっている
と言えるのである。
したがって
，匚野菜を売る生産者としての疑似
体験」は，匚生産と労働」内容領域に位置付けら
れていると言える
。加えて，匚（生活科の授業では）
生活の中でのもの（自然）や人（社会）との出会
友だちの家たんけんさんぽん。ふ。
学校たんけん
１学校
生活発表
社会
あいさ
自然
〈ポイント〉●生活の土台を豊かにす
いを盖かにする
との協同の喜びやでできた喜びづく
〈子どもの興味・関心の教材化〉
生活をみつめ
生活を級り交流す
ど）
の仕事）
然現象
ど
空気
など
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巨‾司
生活科構想図(長沢作成)，
いを豊かにする」という長沢氏の考え方から，
児童の主体的で個性的な認識形成が意図されていると言えるのである28）。
５。おわりに
本小論では
，長沢秀比古氏の行った小一生活科
授業実践「みそしるぱあてい」を手がかりに，社
会認識の形成を促す生活科の学習指導について考
察してきた。
「みそしるぱあてい
」の授業は，児童の興味や
関心を教材化するシステムのもとで
，児童が興味
や関心を示す日常生活の経験及びそこにおける社
会との関わり
，小松菜つまみ菜の栽培と加工,野
菜の栽培と販売という「もの」の変化とつながり
が学習内容として選択されていた
。
また
，「‾みそるを作っ食べる」という願い
を実現する過程として授業が構成され,対象から
次の対象へ
，活動から次の活動へと児童の意識を
連続的に発展させる学習方法が取られていた
。
そして
，願いを実現する過程で派生した問題を
解決するために
，見る・聞く・歩いて調べる，ごっ
こ
，栽培といった体験的な活動，話し合い活動，
絵や文で表現する活動などが展開され
，児童の思
いに寄り添いながら社会との関わりやつながりに
目を向けさせる教師の示唆と相まって
，社会を対
象化して捉え，理解を深めることを促しているの
である。
匚みそしるぱあてい
」の授業に見られるこれら
の内容や方法は
，自己中心的な傾向の強い低学年
期の児童にふさわしい社会認識の内容,及び方法であると言える29）。
今後の課題は
，こうしたすぐれた生活科授業実
践に見られる匚教育と発達の相互作用
」を引き続
き明らかにすること
，明らかにした理論にもとづ
いて仮説的に授業を構想し，検証していくことが
考えられる。
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